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１. はじめに
１) わらべうた研究の背景
わらべうたは, 子どもが遊びや生活の中で口伝え
に歌い継いだり, 作り変えたりして地域性を持ちな
がらうたわれてきたものである｡ わらべうたの中心
は, 遊びと伴ってうたわれるものが多く, 時代の変
化とともに子どもたちの遊び方や遊ぶ環境, 遊びの
位置付けなどと相互に関わり合いながら変容してき
ている｡ つまりわらべうたは歌をうたう楽曲という
見方ではなく, 子どもの遊びそのものである｡
この遊びの要素が中心となるわらべうたは, 幼児
教育あるいは保育分野で子どもの遊びとして親しま
れ, さらにわらべうたが多様な発達を育くむ可能性
を含んでいることが研究者によって示唆されてきて
いる｡ 尾見 (2001) によれば, わらべうたが発達
の多面的な部分を促すと指摘し, 渡辺 (2014) は
わらべうたの繰り返し楽しむ要素や集団で遊ぶこと
が ｢ルールと歌と遊びの所作｣ に結びついていると
述べている｡ これはわらべうたの特徴であり, うた
の出だしや音程がそろうことだけが重要ではなく,
うたと同期された身体の動き, そしてルールを介し
ながら楽しく遊ぶ体験がコミュニケーションの土台
へとなるのである｡ こういった研究者の所論も含め,
幼少期におけるわらべうたの必要性が今もなお問わ
れているのである｡
一方, 学校教育においては, 第二次世界大戦以降,
日本の小学校教育の中でわらべうたが教材として取
り上げられ, 音楽教育の側面からわらべうたについ
て探求していく姿勢もみられている｡ これは, わら
べうたを伝統音楽の１つとして位置付け理解を深め
ていく傾向があり, 地域に根付くわらべうたを教材
として取り扱う事例もあがっている｡ また, わらべ
うたを通じて子ども同士のコミュニケーションや幼
少連携のツールとして位置付ける側面もある｡ 小学
校学習指導要領においてわらべうたは, 第１学年の
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国のわらべうたや遊びうた, 行進曲や踊りの音楽な
ど身体反応の快さを感じ取りやすい音楽, 日常の生
活に関連して状況を思い浮かべやすい楽曲｣ (小学
校学習指導要領―音楽科, 2008. ※文章中の傍線
は筆者が引いたもの) としてわらべうたが取り上げ
られている｡ また, 共通教材として第１学年におい
て ｢ひらいた ひらいた｣ があり, 児童が親しみや
すく自分たちの経験に基づきながら友達と一緒にう
たったり表現したりすることで, 音楽表現の楽しさ
を意識することが求められている｡
このように学校教育の中では, わらべうたは教材
として存在し, わらべうたを通して音楽の多様性や
音楽表現の喜びを感じ取るものに位置付けられてい
る｡ しかし, 学校教育におけるわらべうたを考える
際に, 冒頭に上述したようなわらべうたの遊びの要
素はどういった点で捉えることができるのだろうか｡
また, 音楽教育の中でわらべうたの音楽的視点と遊
びの要素をどのように結び付け展開していくことが
できるのだろうか｡
このわらべうたの遊びの側面を意識して学校教育
の中で取り扱っていこうとする教育的意義について
小島 (2010) は ｢わらべうたを ｢楽曲｣ ではなく
｢遊び｣ として捉える立場｣ の一貫性を主張してい
る｡ わらべうたを ｢楽曲｣ とみなすことは, わらべ
うたの遊びの要素を主とするのではなく, 西洋音楽
の学習につながるよう旋律の動きや楽曲構成を学ぶ
方法だと述べている｡ 言い換えれば, わらべうたの
身体と一体化して遊ぶ要素, あるいは他者とコミュ
ニケーションをとりながら遊びを展開し, かつうた
が付随するこれらのわらべうたの特徴から, 歌の部
分だけを抽出して, 音楽理論の学びへとつなげてい
く考えを見直す必要がるのではないだろうか｡
このように, 音楽教育の中で扱われるわらべうた
の在り方について問題意識をもち, 本研究では音楽
教育におけるわらべうたの発展性を遊びという側面
を生かしながら音楽的発展へとつなげていく実践内
容を検討していきたいと思う｡
２. 本研究におけるわらべうた実践の基本原理
１) わらべうたの用語の解釈
まず, 音楽的視点におけるわらべうたの用語の解
釈では ｢子どもを中心にして伝承された遊び歌を指
す｣ 狭義の意味と, ｢もとは大人の歌であっても子
どもが子どもなりにうたっているものすべて含める｣
広義の意味がある (｢新音楽辞典｣ 淺香淳編, 1977)｡
前者は一般的なわらべうたの定義であり, 後者はど
のような歌であっても遊びの要素, この辞典では
｢音楽創造性の一面｣ が備わっていればわらべうた
としている｡ また, 永田 (1982) は子どもたちが
多くの遊びの中でわらべうたをうただと意識するこ
となく, 自然発生的なリズムや音程を持つことがで
きると指摘している｡ さらに, わらべうたが自然と
｢うたやリズムを誘発｣ する点の重要性についても
示唆されている｡ 音楽学者である小泉 (2003) は,
わらべうたを研究することは, ｢日本の民族性のい
ちばん根本になるいろいろな要素｣ と述べ, 日本の
伝統としてわらべうたを保存するという見方だけで
はなく, 時代を超えた ｢科学的な基礎を与えるもの｣
と捉えている｡ つまり, わらべうたで遊ぶ子どもは
作曲理論を学問として学ぶことなく, わらべうたの
中で自然と有効な転調をしたり, 日本語がメロディ
と結びつくことで自然と音として発せられるような
音楽的技法がみられると述べている｡
以上のようにわらべうたを介すことで日本人の音
楽の基礎が自然と表出されるといえる｡ また, わら
べうたは, 日本の文化を歌い継ぐといった文化保存
の観点だけではなく, 日本人の備わった, あるいは
潜在している音楽感覚について探究することができ
る題材であるともいえる｡
２) わらべうたの音楽的視点の分析
わらべうたの音楽的視点として, まず, わらべう
たの言葉と歌との関わりについて着目してみたい｡
例えば図１にみられる ｢○○ちゃん あそびましょ｣
は, 友達を誘う場面でみられる言葉かけである｡ こ
れは言葉に意図して変化をつけようとするのではな
く, 前述した小泉 (2003) や永田 (1982) のわら
べうたの解釈にみられるように, 日本語と結びつく
こと, さらには遊びと伴うことで自然と言葉に高低
が生まれる自然発生的なわらべうたという見方が適
切である｡ なお, 図１に記譜してある音やリズムは
必ずしも, すべての子に見られるわけではなく, 状
況や地域によっても変化することは言うまでもない｡
この自然に発生する, 言葉にふしがついたようなも
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のこそが, 私たちにとって一番身近なわらべうたで
ある｡
図１. 自然発生的なわらべうたの例
一方, 村尾・夏目 (2012) は, まりつきうたの
｢あんたがたどこさ｣ を含めたわらべうたについて
｢必ずしも, 言葉と唄のアクセントが一致している
とは限らない｣ と指摘している｡ つまり, 通常は,
言葉のイントネーションによって自然とリズムがつ
き, そのリズムのまとまりによって拍節が自然と意
識でき, 言葉とリズムの一致性を感じることができ
る｡ しかし, わらべうたは遊びに付随してうたがう
たわれるため, 一般の音楽理論とは外れた言葉とう
たのとの結びつきがそこにはあるといえる｡
次に, わらべうたの中にみられるリズムについて
着目する｡ 小泉 (1986) は, 縄跳びを使用して遊
ぶわらべうた (以下, なわとびうた) の ｢ゆうびん
やさん｣ ｢くまさん くまさん まわれみぎ｣ ｢おお
なみ こなみ｣ をとりあげ, 日本の伝統的なリズム
は拍頭から手を打つリズム形式であるのに対し, な
わとびうたのリズムはうたの前に体を動かす準備で
ある ｢予備運動｣ (なわとびうたの場合は, 空中に
身体がある状態) がなければ, 拍頭で地面に足がつ
きうたとのタイミングが合わないと指摘している｡
また小川 (2000) は, なわとびうたには①歌の強
拍点, ②足の着地点, ③なわの地面打ちの点という
３つの拍が存在していると述べ, それぞれの打点が
微妙にズレを生じさせることによって, なわとびう
たが成立し, 縄の中に入ってうたをうたいながら遊
びが展開できていると指摘する｡ わらべうたには上
述したコミュニケーションから派生するものもあれ
ば, なわとびうたやまりつきうたのように技を競い
合いながら遊びを展開していくものである｡ 技を獲
得する, つまり, 縄をタイミングよくとぶために試
行錯誤が繰り返され, 繰り返しによって拍感が獲得
していくさまを小川 (2000) は, ｢幼児らの意識下
のレベル｣ で行われていると述べている｡ つまり子
どもたちは無意識のうちに, 自然となわとびうたと
身体の同期が行われ, 独特な拍感を遊びの中で体得
していくのである｡
このように, わらべうたを音楽的視点で捉えてい
く際に, うたと付随する遊びという要素がどのよう
に関わりあい, うたに変化をもたらしているのか意
識することが重要である｡ 一般的な音楽理論のルー
ルとは違った要素がわらべうたにはあり, それにう
たが遊びと伴いながら, 場や状況に合わせたり工夫
したりすることで変化していくといったわらべうた
の音楽的な特徴が存在している｡
３) 小学校の音楽科におけるわらべうた
小学校の音楽科においてわらべうたは1956年か
ら1970年代まで音楽教育の中で登場するが, わら
べうたの音楽的要素を抽出して取り扱う手法である
ソルフェージュ教育へと発展していった｡ しかし,
わらべうたの本来持つ遊びという要素が外され, 読
譜練習の教材として教育の中に位置付けたことによ
り, わらべうたを教材とした音楽教育内容が衰退し
ていったと小島 (2010) は指摘する｡ その後は,
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図２－１. 小学校音楽科に関わるわらべうた一覧
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教材楽曲としてわらべうたが音楽科の学習指導要領
の中に盛り込まれるようになった｡ 現在は, 図２－
１に示す共通教材 ｢ひらいた ひらいた｣ の１曲が
第１学年にあげられている (小学校学習指導要領―
音楽科, 2008)｡ 小学校音楽科の教科書を見ると
｢ひらいた ひらいた｣ を含め, 現在は第１学年～
第３学年合わせて, ９曲のわらべうたが掲載されて
いる (図２－１参照)｡ 教科書に記載されているわ
らべうたは, 日本および諸外国のわらべうたや遊び
を知る教材として取り上げることを目的としている
が, 遊び方や児童ら自身がどのような遊びをしたの
か問いかける内容やわらべうたを特徴づける３音を
使って音楽づくりへと発展させている例もあげられ
ている｡ 表１は, 教科書に記載されているわらべう
たに対する紹介内容と, それぞれのわらべうたを永
田 (1982) のわらべうたの分類を参考にしてまと
めたものである｡ 教科書や学年によって紹介の違い
が若干見られるものの, 遊び方のイラストや楽譜が
挿入されているなど, わらべうたを通して遊ぶこと
が基本とされている｡
しかし永田 (1982) は, 共通教材の ｢ひらいた
ひらいた｣ について教科書に記載されている歌詞
(図２－２参照) の ｢れんげの花｣ の部分が ｢ぼた
んの花｣ だったり, その他の箇所も自由にうたい遊
び継がれていたにもかかわらず, 教科書で歌い方が
画一化されてしまったことにより, わらべうた本来
の自由さがないと指摘している｡ さらに教科書が紹
介する遊び方のように, 開いたりつぼんだりといっ
た単純な遊びでは子どもたちの心をおどらせること
ができない, と遊びながら変容していくわらべうた
の要素の欠如に懸念を示している｡ さらに小泉
(2003) は, わらべうたを同じようにする必要はな
いとし, 言葉を忘れた場合は子ども自身が補うこと
や言葉のアクセントも自分の好きなように直すといっ
たいわば ｢子供の創造性｣ の存在がわらべうたの典
型的な姿であると述べている｡
図２－２. 共通教材 ｢ひらいた ひらいた｣ の楽譜 (抜粋)
以上のように, わらべうたが教材として学校教育
の中に位置付けられたことによるわらべうたの特徴
の埋没化の問題は, 重大かつ解決しなければならな
い｡ その策としてのわらべうた遊びの要素や変容性,
そしてわらべうたで遊ぶ子どもたちの創造性を授業
中で生かすことのできるアプローチの提案が必要と
なってくるのである｡
このような問題意識のもと, 本研究ではわらべう
たの特徴である①言葉のイントネーションとリズム
の結びつき, ②身体とうたとの同期化, ③遊びなが
ら変容の３点に着目した実践を行い, わらべうたの
教材としての発展性を探っていくこととする｡ また,
わらべうたを通して子どもたちがどういった音楽的
表現を見せ, 創出していくのかについても分析を行
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い, 音楽教育の中でのわらべうたの位置付けについ
て考察していきたいと思う｡
３. 実践研究の概要
本研究の実践の目的は, 以下のわらべうたの特徴
を生かす授業実践を行うことである｡ そして, その
実践の中で, わらべうたを通して児童がどのように
音楽的表現を創出していくのかを明らかにしていく｡
・言葉のイントネーションとリズムの結びつき
・身体とうたとの同期化
・遊びながら変容
１) 題材について
実践で取り上げるわらべうたの題材はあまり一般
的に知られていないわらべうたを選択する必要があ
る｡ その理由として, 児童が認知しているわらべう
たは言葉のリズムや音の高低, さらには遊び方など
一定の形式として表現されることを考慮して, 以下
の２点の題材を選択した｡ さらに, 短い時間で児童
らがわらべうたの遊びを創作できるよう, 長すぎな
いフレーズで印象的な言葉が盛り込まれている題材
を提示する｡ 題材提示時は, わらべうたの内容や由
来などの説明は入れず, 文字を記載した模造紙を掲
示して活動を促していく｡
２) 実践の内容
実践内容では児童に提示する活動のテーマを ｢わ
らべうたをつくろう｣ と設定し, わらべうたの創作
活動を行う｡
〈実践内容のテーマ〉わらべうたをつくろう
〈日時〉10月29日 (水) 10：45～11：45
〈対象学年〉A県B小学校２年生１組, ２組
計70名
〈題材〉 ｢どんぐりころちゃん｣
｢ももや ももや｣ ※任意の題材を選択
実践の活動の流れは図３に示す｡ まず, 図３の①
｢わらべうたを楽しむ・親しむ｣ 部分として, 児童
らがどの程度わらべうたを認識し, そして遊んだこ
とがあるのかを簡単に把握するために, わらべうた
に関する問いかけを行う｡ その中で児童らがあげた
わらべうたを扱いながら, 様々な遊び方で, わらべ
うたを全員で楽しむ時間を設ける｡ そして, １つの
わらべうたでも色々な遊び方へと展開する楽しさを
全員で体験した上で, わらべうたの創作活動に入る｡
各グループに分かれて, 約10分間の時間の中で創作
活動に取り組み, その後, 実践時間の都合上, 発表
したいグループのみ, 全員の前で創作したわらべう
たの実演をしてもらう (図３, ④参照)｡
図３. わらべうた実践活動の流れ
３) 実践の記録方法
実践の記録方法として, ビデオカメラ２台を使用
し実践の記録をおさめた｡ １台は後方より定点で撮
影し, もう１台は児童たちの活動の様子を巡回しな
がら撮影を行った｡ なお, 撮影については口頭での
説明を行った上, 許可を得て行った｡
４. 実践の結果
実践結果にあたっては, 図３の①③④の部分を中
心に, ビデオ記録や歌の採譜を踏まえて実践内容を
抽出する｡
１) わらべうた実践の導入場面
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導入時, 児童らがどの程度わらべうたのことを知っ
ているか尋ねたところ, 図４－１の前半部にみられ
るように ｢ずいずいずっころばし｣ ｢あんたがたど
こさ｣ があがった｡ あんたがたどこさの遊び方につ
いては, 永田 (1982) の分類にもあったように
｢さ｣ の部分で線をとびこえて飛ぶ ｢図形とび遊び｣
の方法を知っている児童が多い様子であった (2’46)｡
中にはまりつきうたのあんたがたどこさをイメージ
している児童もいた (3’03)が, あんたがたどこさ
そのものを知らない児童も数名いた｡
あんたがたどこさを使った遊び方を児童たちに提
示すると, その場で周りの友達同士で遊んでみたり
(3’42), 知らない友達には教える素振りもみられ,
わらべうたに対して興味を示していることがわかる｡
導入時のあんたがたどこさでは４つの遊び方を全員
で行い, 児童らは身体を動かしながらうたい, 自分
たちでうたう速度を速めたり ｢さ｣ のところを強調
して楽しむ姿もみられた｡ 全員で遊んでいく中で
｢こんな遊び方は？｣ と自ら考えた方法を提示する
姿が徐々に見られ, それらを取り入れながらあんた
がたどこさを展開していった｡ 上記に記載した遊び
を同じ方法で何回か繰り返し, １回目と２回目では
うたう速度の変化を感じる工夫を行った｡ すると,
児童らはうたの速度に合わせて身体の動きも速くな
り, １回目の開始音と２回目の開始音にも若干の違
いが見られた (図４－２, ４－３参照)｡ そうして
うたい続けることで, だんだんとテンポも速まり,
音程も高くなっていった｡
次に, 円になってひざ打ちであんたがたどこさを
した後, 実践者から ｢みんな, 最初, 右 (ひざを打
つ方向) にする？左にする？｣ と尋ねると, ｢両手！｣
と新しい遊び方があげられた｡ そこで, 児童らの遊
び方を取り入れ円になったまま全員で実施した｡
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図４－１. 実践内容の導入時の場面 ※ビデオ記録より抜粋したもの｡ 下線部は本文で指摘をする内容
図４－２. 列になってひざ打ち時の音程とテンポ (１回目)
図４－３. 列になってひざ打ち時の音程とテンポ (２回目)
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[児童らの提案したあんたがたどこさ]
① ｢さ｣ で左右の友達のひざを両手で打つ
② ｢さ｣ でピースサインを両手でする｡ それ以外
は手拍子で拍子をたたく｡
③ ｢さ｣ で自分の頭をたたく｡ それ以外は手拍子
で拍子をたたく｡ (図４－４参照)
図４－４. 全員で色々な ｢あんたがたどこさ｣ を楽しむ
２) 各グループでのわらべうたの創作活動
グループでの創作活動では４名が１グループとなっ
て行い, 各グループで ｢どんぐりころちゃん｣ ｢も
もや ももや｣ の２つの題材のうち, １つのわらべ
うたを任意で選択して創作を進めた｡
図４－５に示したグループは, 全員であんたがた
どこさをして遊んだように円になり, 手で拍子を打
ちながら, 時々足先に手をやったり, 友達同士で手
を合わせる姿が見られた｡ また, 他のグループでは,
お手合わせうた風にリズムを手で打つ方法を試した
りと, 児童らは自分たちのわらべうた遊びの経験や
言葉からくるイメージを身体で表現するなど様々な
案を試していた｡
図４－５. グループワークの様子
一方, どんぐりころちゃんのわらべうたに出てく
る ｢はちくりしょ｣ がどのような意味があるのかと
質問する児童も多く, 身体表現と言葉の表現を同期
しようとするグループも多かった｡ 中には, どんぐ
りころちゃんの冒頭のフレーズが童謡 ｢どんぐりこ
ろころ｣ (作詞青木存義, 作曲梁田貞) と重なり,
どんぐりころころの旋律と類似してしまうグループ
もあり (図４－６参照), そこからなんとか別の旋
律を歌いだそうとするが, ｢どんぐりころころ｣ の
旋律になり, それを ｢うまくできない｣ ｢作れない｣
という表現で, 話し合いが進まない様子もみられた｡
図４－６. ｢どんぐりころころ｣ と混合してできたフレーズ
３) 創作したわらべうたの実演発表
ここでは, グループ発表を行った４グループの中
から３グループを抽出し, 各グループの特徴的だっ
た内容を中心にまとめる｡
(１) Aグループ ｢どんぐりころちゃん｣
Aグループの児童らは, どんぐりころちゃんのわ
らべうたに身体表現を加えた遊び方を発表した｡ 言
葉と身体表現を思い出しながら発表していたためか,
言葉と共に発した音程は捉えにくかった｡ しかし,
リズムや言葉の抑揚は以下の図４－７のように捉え
ることができた｡
図４－７. Aグループの題材創作―言葉のリズム
また, うたと共に表現された動きは以下のように
題材の言葉と照らし合わせたものとなっていた｡
※以下の下線部は, 連動した動き
どんぐりころちゃん ⇒身体をかがめて, 転がる
あたまはとんがって ⇒両手を頭の上で合わせる
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おしりはぺっちゃんこ ⇒
身体をかがめて, うつ伏せになる
どんぐりはちくりしょ ⇒
両手を頭の上で合わせ, つつく様子を見せる
(２) Bグループ ｢どんぐりころちゃん｣
BグループはAグループ同様にどんぐりころちゃ
んのわらべうたに身体表現を加えたものであった｡
図４－８のように音程がはっきりと捉えることもで
きる箇所も聞こえ, Aグループよりも抑揚があった｡
図４－８. Bグループの題材創作―言葉のリズム
身体表現については ｢どんぐり｣ や ｢あたまはと
んがって｣ といった部分がAグループと類似した動
きもみられた (図４－９参照)｡ ※以下の下線部は,
連動した動き
どんぐりころちゃん ⇒ 立ったまま
あたまはとんがって ⇒
両手を頭の上で合わせて手を上に突き出す
おしりはぺっちゃんこ ⇒
しゃがんで, 両手で左右の肘を触る
どんぐりはちくりしょ ⇒
しゃがんでからジャンプする
図４－９. Bグループの発表の様子
(３) Cグループ ｢ももや ももや｣
Cグループは ｢ももや ももや｣ を題材に発表を
行った｡ 他のグループよりもしっかりと音程を捉え
ることができ (図４－10参照), うたう速度も他グ
ループに比べて速かった｡ また, 使用している音も
３音 (A, C, D) と, わらべうたで扱われている
音の構成である完全４度のテトラコルドと一致して
いることや ｢あ どっこいしょ｣ の箇所を掛け声風
に声を出しているのも特徴的であった｡
図４－10. Cグループの題材創作―言葉のリズム―
動きについては, 他グループ同様に言葉を意識し
た表現であったが, うたがしっかりとうたわれ速度
やリズムも明確であったため, 非常に生き生きとし
た表現内容であった｡ ※以下の下線部は, 連動した
動き
ももや ももや ⇒
頭に両手をつけ, 桃の形を表現する｡ それを言葉
のリズムに合わせ２回繰り替えす
ながれは はやい ⇒
両手を身体の目の前で揺らす (川の流れを表現す
るように)
せんたくすれば ⇒
洗濯している様子 (布をゴシゴシと擦る表現)
きものが ぬれる ⇒
頭からお腹にかけて両手をなでおろし, 両手をゆ
らす
あーどっこいしょ ⇒両手を上につきあげる
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５. 実践研究の分析と総合考察
１) わらべうた実践研究の分析と考察
まず, わらべうたの創作で発表した各グループの
遊び方は表２のように分類することができた｡ 表中
の全身表現あそびは, 今回の実践でみられた発表で
は, 他者とコミュニケーションをとりながら遊んで
いくというよりも, 言葉やうたに合わせて単独で動
くという要素が強かった｡ しかし, 子どもたちの様
子から, 単独表現ではあるものの, その表現を他者
と共有することに面白さや楽しさを感じていたのだ
ろう｡
表２. わらべうた創作発表の分類
一方, お手合わせうたをしたDグループの発表時
では, 始める前に ｢いっせいのーで｣ と２人が手を
たたき合いやすくなるようにかけ声が自然と入った
り, 拍に合わせて相手と手を打ったりと, 一般的な
お手合わせうたと同様の動きもみられた｡ さらにう
たい終わりと同時に手合わせも終わるように考えら
れていた｡
このように１つのわらべうたであっても, 児童ら
の遊び方で様々な内容へと発展していくことは, 本
論で述べたわらべうたの特徴でもある ｢遊びながら
変容｣ することを表しており, 実践内容でそれを明
らかにすることができたといえる｡
次に ｢どんぐりころちゃん｣ を題材にしたグルー
プの共通点として, 言葉のリズムがほぼ一致してい
た｡ 相違点としては, 冒頭部の ｢どんぐり｣ の言葉
のリズムが, １音に２語おさまるパターン (図５－
１参照) か, １音に１語おさまるパターン (図５－
２参照) に分かれていた｡
しかし, 冒頭部で図５－１にみられるパターン,
つまり ｢どん｣ を１音とみなす方法でうたっていて
も, 後半部分の ｢どんぐり はちくりしょ｣ では,
図５－２のパターンでうたわれていた｡ 冒頭部と同
様にうたうのであれば, 図５－３のようになる場合
も考えられる｡ 図５－３の場合, 言葉のまとまりと
共に拍節アクセントも捉えやすいリズムになるが,
発表した児童らは, 後半では図５－２のように, １
音１語でおさめてうたっていた｡
図５－３. １音に２語おさめるパターン例
村尾・夏目 (2012) によると, このような子ど
もの歌 (わらべうたや唱歌なども含む) における撥
音である ｢ん｣ の位置について, 拍節アクセントと
の一致が多いと指摘している｡ しかし, 児童らは意
図して言葉とアクセントを一致させて歌いやすくし
ようとする一般的な歌の作品のような捉え方ではな
く, あくまでもうたいながら身体表現をしたり, お
手合わせをする中で生まれていった言葉のリズムを
表現したのである｡ それは, 動きと伴うわらべうた
の特徴であり, 言葉のイントネーションとリズムの
結びつきが必ずしも一致するのではない不一致さも,
わらべうたの特徴の１つとしていえるのではないだ
ろうか｡ また, 児童らがこの遊びを繰り返すことに
よって, 言葉のリズムや高低に変化がみられたり,
拍節アクセントと一致してくる可能性も含んでいる｡
２) わらべうたの教材として発展性―小学校の音楽
科における考察
今回の実践研究の中で, 本研究の目的でもあるわ
らべうたの遊びの要素がどのように音楽教育と結び
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分類項目 グループ 題材
全身表現あそび
A・B どんぐりころちゃん
C ももや ももや
お手合わせうた D どんぐりころちゃん
図５－１. １音に２語パターン 図５－２. １音に１語パターン
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つき, 展開できるのかについては, 以下の要素が重
要となってくる｡
まず, わらべうた教材の導入段階で児童らがわら
べうたでしっかりと遊ぶということである｡ わらべ
うたを作品として鑑賞したり分析するのではなく,
遊びとともにうたをうたい, どんどんと自分たちの
アイデアや工夫で変化していく面白さを実感してい
くことが土台となり, 次へとつながる｡ しかし, た
だ遊ぶだけではなく, １つのわらべうたをどんどん
と発展していくこと, そして子どもが主体的となり
遊んでいけることが大切である｡
次に, 小学校学習指導要領の中でわらべうたの位
置付けである伝統音楽と関連性については, 本研究
の原理から考えると, 保存としての伝統音楽ではな
く, わらべうたが親しまれたルーツや地域によって
違うことに着目し自分たちが遊んだわらべうたと照
らし合わせながら考えいくことが適切ではないだろ
うか｡ つまり伝統という項目の中でも, ｢伝承 (口
承) 文化｣ の側面が強く, そういった社会的な背景
を汲み取り音楽を意識していくことは, 音楽科の目
標における根幹の部分となってくる｡ 平成20年の中
央教育審議会においても ｢伝統音楽に対する理解｣
｢音楽文化を尊重する態度｣ が掲げられており, こ
れらが音楽科の目標にあげている ｢音楽を愛好する
心情｣ に深く結びついていく｡ わらべうたが教科書
に記載されたことにより, うたや遊び方の統一化が
図られたようにみえるが, 教材を１つのきっかけと
して, 教材を深く掘り下げていく姿勢はわらべうた
に限らず必要なことであり, 教員の題材研究の在り
方が問われているといえる｡
そして, 遊びと音楽教育の展開の関連性について
は, 今回実践したように子どもたちが創出したわら
べうたを土台として活動を展開していくことが望ま
しいのではないだろうか｡ あらかじめ, わらべうた
の構成や主要な部分を提示した上で, わらべうたの
創出を促すと, わらべうたを作品として捉えること
を誘発してしまい, 音楽理論とわらべうたを結びつ
けていこうとする側面が強くなってしまう｡ そうで
はなく, わらべうた本来の姿である子どもたちの自
然発生的な要素である言葉のリズムや動きを軸にお
き, 拍節や音の高低などに気付いていくアプローチ
が必要なのではないだろうか｡ もちろん, 前述した
ようにわらべうたを通して遊ぶことやわらべうたに
興味関心を持つ要素に時間を設けることが前提であ
り, それらを抜きにしてわらべうたを教材として捉
えて深めることは難しいといえる｡ しかし, このア
プローチについては, 実践を重ねもっと具体的に深
化させる必要がある｡ 音楽科の総時間の中での兼ね
合いやどのように位置付けていくべきか, そして子
どもの年齢に応じた展開や気付きに対する配慮など
課題はある｡ 今後実践を積んだ上でこれらを検討し,
小学校教科におけるわらべうたの発展性と音楽的表
現の創出についての関わりをより探究していかなけ
ればない｡
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